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令和６年度事業報告 

 

 

社会福祉協議会の職員体制              (令和７年 3月 31日現在) 

 事務職 介護職 計 

職員 7 21 28 

嘱託 2 4 6 

臨時 3 3 6 

登録 0 17 17 

計 12 45 57 

 

部   門 人員 摘   要 

事

務

職 

事務局長 1 職員 1 

総務 5 職員 2、臨時 3 

地域福祉 6 職員 4、嘱託 2 

小 計 12  

介  

護

職 

居宅介護支援 5 職員 4、嘱託 1 

訪問介護 16 職員 5、臨時 1、登録 10 

通所介護(温泉デイを含む) 13 職員 3、嘱託 1、臨時 2、登録 7 

地域包括支援センター 11 職員 9、嘱託 2 

小 計 45  

合  計 57  

 

 

【１】ささえあう（地域福祉活動の推進） 

１．地域づくり 

（１）地区福祉連絡会の活動の推進 

住民主体の地域福祉活動の充実と福祉ネットワークづくりを推進するため、各地区に設置され

た地区福祉連絡会に対し、前年度納入いただいた社協会費（世帯数）を基に 10,000 円～62,000

円（9区分）、計 2,731,000円の助成を行った。  

令和 6年度は市内 98地区に設置され、各地域の状況に応じて独自の福祉活動が推進された。 

NO 主な活動内容 実施地区数 

1 福祉協力員の設置 98地区 

2 高齢者等への友愛訪問活動 76地区 

3 ふれあい・いきいきサロン活動の設置と運営 64地区 

4 ふれあい会食会及び配食サービスの実施 22地区 

5 福祉研修会・健康教室等の開催 16地区 

6 世代間の交流を図る事業の推進 16地区 

7 各種団体との連携や行事への参加 24地区 

8 非常時の緊急援護体制づくり 21地区 

9 地区内の奉仕活動（除雪、清掃活動等） 69地区 
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・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：99地区で実施、福祉ネットワークの強化  

実 績：98地区で実施し、福祉ネットワークの強化を図った。 

評 価：市内全地区に設置する予定であったが、地区の事情により 98地区の実績となった。各地区

で実施されている活動における現状と課題の把握に努め、地区と関わりながら活動を支援

することができた。  

 

（２）福祉協力員体制の強化 

① 委嘱状の交付 

福祉協力員としての意識の向上と活動の推進を図るため、地域福祉専門員による各地区等での

説明や委嘱状の作成（希望する地区のみ）を行い、体制を強化した。 

    ・福祉協力員設置地区：98地区 ・福祉協力員数：1,981人 ・委嘱状作成地区：15地区 

 

② 地域福祉推進セミナーの開催 

   地区会長、地区役員、隣組長、民生委員・児童委員、福祉協力員等の各地区で地域の活動に携

わっている方、地域での見守り・支え合い活動に興味・関心のある方を対象に、活動の活性化に

つなげていくことを目的として、地域での見守りや支え合いについての研修会を開催した。 

期 日 会 場 内 容 参加人数 

6月 9日(日) 

三友エンジニア 

体育文化センター 

軽スポーツルーム 

・研修室 

講話・演習（講師による研修動画） 

「ご近所での見守り・支え合いが地域を守る」 

～地域での孤立に気づき、つながり、つなげ、 

見守る人材養成～ 

講師：ルーテル学院大学 総合人間学部 

   教授 福島喜代子 氏 

※中央共同募金会の助成事業による教材を活用 

41人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：情報発信、研修会の開催  

実 績：地区の会議等での説明、研修会 1 回 

評 価：地域福祉専門員が各地区に出向き、福祉協力員の活動等についての説明を行い、福祉協力

員の意義と役割等について啓発活動を推進した。 

 

（３）地域が取り組む福祉のまちづくり事業の推進 

① 地区公民館が独自に取り組む福祉のまちづくり事業を支援 

地区公民館事業として独自に取り組む福祉のまちづくり事業に対して、助成（各 15,000円） 

を行った。 

NO 地域 期 日・会 場 内 容 参加人数 

1 中部 
1月 17日（金）  

中部地区公民館 

中部地区公民館はこべの会（高齢者教室）事業 

「歌の教室」  講師：鈴木友恵 氏 
29人 

2 北部 
10月 22日（火） 

北部地区公民館 

JR奥羽本線茂吉記念館前駅周辺およびみゆき公園の

清掃活動・親睦会 
26人 

3 南部 
2月 26日（水） 

南部地区公民館 

1.高齢者教室「ともがき」第 8回学習会「防犯講座」 

 講師：上山警察署 生活安全課 

    生活安全係長 杉山勇太 氏 

2.令和 6年度高齢者教室「ともがき」閉級式 

51人 
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4 本庄 
1月 13日(月) 

本庄地区公民館 

第 43回「本庄地区ビジョンを語る会」 

第 52回「本庄地区福祉会議」 

講演：人口減少社会におけるまちづくりの方向性 

 講師：上山市長 山本幸靖 氏 

41人 

5 東 
1月 11日(土) 

東地区公民館 

第 1部 東地区新春夢を語る会  

 落語講演：「新春あずま寄席」 

 講師：山形落語愛好協会 

    石々亭註馬 氏   錯乱坊双極 氏 

    遊歩亭千早 氏 

第 2部 新年祝賀会 

55人 

6 中川 
2月 8日(土) 

中川地区公民館 

第 14回笑いと健康のつどい                                     

落語講演：「笑いと健康について」 

講師：山形落語愛好協会  

山彦亭虎之輔 氏   濃紺亭らん朝 氏 

笑風亭佐と吉 氏  

38人 

7 中山 
1月 11日（土） 

中山地区公民館 

地区の伝統行事「だんごさしの集い」を通じた世代

間の交流事業 
16人 

8 山元 
1月 12日（日） 

山元地区公民館 

令和 6年度山元地区新春懇話会 

 地区における問題や福祉に関する事項についての

意見交換及び情報共有 

35人 

＊参加者数合計：291人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：10地区で開催 

実 績：8地区で開催 

評 価：各地区公民館での事業形態によって、8地区での開催となった。 

 

② 中川福祉村への助成 

    昭和 50 年に本会が関わって組織され、住民と福祉施設等が一体となって福祉の村づくりに取

り組んでいる中川福祉村に対し、助成を行った。 

    ・令和 6年度助成金額 180,000円 

 

（４）専門職員による地域福祉の推進 

    地域福祉に関する専門職員を配置して、各地区の会議や福祉事業等に積極的に参画した。活動

として、各地区の行事やサロン活動、研修会などに出向き、地域福祉の現状と課題を的確に把握

し、住民や関係機関・団体等と連携を図りながら地域福祉活動を推進した。 

 

① 地域特性調査の実施（共同募金配分事業） 

地域共生社会の実現に向けた取り組みの一環として、地域特性を明らかにすることを目的に、

地域の現状の分析と課題を把握する調査を、東北福祉大学の協力を得て実施した。 

・調査名 「令和 6年度上山市における地域福祉推進のための地域特性調査」 

・調査実施地区  本庁南部地区：石崎２地区、河崎地区、葉山地区、金生２地区 

本庁中部地区：栄町地区、美咲町地区、東町地区、新湯地区、荒町地区、 

仲丁地区、御井戸丁地区 

            中山地区：中山第１・第２地区              合計12地区 
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・調査協力 東北福祉大学 都築光一 氏 

・調査期日 6月26日（水） 

7月7日（日）、10日（水）、20日（土）、21日（日）、22日（月）、24日（水） 

8月5日（月）、21日（水）、22日（木）、28日（水） 

9月2日（月）、5日（木）、21日（土） 

   ・調査内容 上山市内12地区の各地区公民館において地区会長、地区役員、民生委員・児童委員等45

人に対し、社協職員が半構造化面接法による調査を行い、KJ法にて分析した。 

   ・報告書等の作成 調査の結果や報告会等の内容をまとめた報告書を作成した。 

調査実施地区に対しては、各地区の状況や調査結果等をまとめたファイルを作成

し、保管及び活用いただくようお願いした。 

・地域福祉カルテの作成 調査実施地区の状況や調査結果等をまとめた地域福祉カルテを作成して社

協にて保管し、各地区の今後の実態把握と地域福祉活動に活用する。 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：ニーズ把握、資源開発 

実 績：市内全地区 

評 価：地域福祉専門員が地区の会議や研修会、サロン等へ積極的に参加し、地域福祉の現状と課

題を把握しながら、地域福祉活動を推進することができた。 

 

 （５）ふれあい・いきいきサロンづくりの促進（共同募金配分事業） 

① ふれあい・いきいきサロンの設置促進 

     市内各地区でふれあい・いきいきサロンづくりが促進され、かつ円滑に運営できるよう、各地

区のサロン活動に対する助成金（1 箇所 15,000 円）の交付や、 講師・ボランティア等との調整

を行い、サロン活動内容の充実化を図った。 

     ・主な活動内容 

      茶話会 健康体操 健康チェック 講話（健康、交通安全、栄養、認知症予防等）  

ゲーム レクリエーション 福祉バスを利用した一日研修 等 

申請地区（総数：65地区 80箇所） 

内  

訳  

※   

 

内

の

数

値

は

設

置

サ

ロ

ン

数 

＜本庁地区：35地区 48箇所＞ 

・上十日町（1） ・中十日町（3） ・下新丁 （1） ・北町  （1） ・八日町１（1） 

・八日町２（1） ・美咲町 （1） ・東町  （2） ・荒町  （1）  ・八幡丁  （1） 

・仲丁   （1）  ・湯町   （1） ・軽井沢  （1） ・新町  （2） ・二日町 （1） 

・矢来１ （1）  ・矢来２  （1）  ・矢来３ （1）  ・矢来４ （2） ・石堂  （1） 

・南町    （1）  ・長清水１（1）  ・石崎１  （1） ・河崎  （1）  ・松山  （1） 

・金生１ （2）  ・金生２ （1）  ・金生５ （1） ・四ツ谷 （3） ・大石   （1）   

・旭町   （3） ・弁天   （1） ・久保手  （1） ・金瓶  （3） ・朝日台 （1）  

・本庁中部地区対象（1） 

 

＜西郷地区：5地区 6箇所＞ 

 ・高松（1）   ・川口 （2） ・藤吾（1） ・阿弥陀地（1） ・細谷（1） 

＜本庄地区：2地区 2箇所＞ 

 ・相生（1）  ・楢下 （1） 

＜東地区：3地区 3箇所＞ 

 ・原口（1）  ・須田板（1） ・菖蒲（1） 

( ) 
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＜宮生地区：3地区 3箇所＞ 

 ・宮脇（1）  ・下生居（1） ・中生居（1）   

＜中川地区：9地区 9箇所＞ 

・仙石  （1） ・金谷（1） ・甲石（1） ・高野（1）  ・薄沢（1）  ・蔵王(1) 

・権現堂（1） ・小倉（1） ・棚木（1）    

＜中山地区：1地区 1箇所＞ 

 ・中山（1） ＊中山第１・中山第２合同で開催 

＜山元地区：7地区 8箇所＞ 

 ・須刈田（1） ・狸森（1）  ・元屋敷（1） ・菅（1） ・入丸森（1） ・境（1）  

 ・中ノ森（1） ・山元地区対象（1） 

 

② サロン活動サポーター養成講座の開催 

ふれあい・いきいきサロンの運営や活動等を支えるサポーター（協力者）を養成するため、

サロン活動サポーター養成講座を開催した。 

No 期日・会場 内 容 参加人数 

1 

9月 2日（月） 

上山市保健 

センター 

・講話「ふれあい・いきいきサロンの基本を学ぼう！」 

講師：上山市社会福祉協議会 主事 阿部桃佳 

・実践活動 

「サロンで活用できるメニューを実践しよう！～防災編～」 

講師：日本赤十字社山形県支部 事業推進係長 川合広泰 氏 

13人 

2 

9月 13日（金） 

上山市保健 

センター  

・講話「天童市のサロン活動について知ろう！」 

講師：天童市社会福祉協議会 新関香寿美 氏、相原絵里子 氏 

   田鶴町いきいきサロン 代表 森 睦 氏 

・グループワーク「サロン活動について語り合おう！」 

講師：上山市社会福祉協議会 主事 阿部桃佳 

17人 

＊参加者数合計：30人 

③ サロン情報交換会（サロン活動サポーターステップアップ編）の開催 

ふれあい・いきいきサロンの運営や活動等を支えるサポーター（協力者）のスキルアップのた

め、サロン情報交換会を開催した。 

No 期日・会場 内 容 参加人数 

１ 

11 月 27 日（水） 

三友エンジニア 

体育文化センター

軽スポーツルーム 

・講話「市内サロンの状況報告と今後のサロンに求められること」 

・情報交換「今後のサロンについて語り合おう！」 

講師：上山市社会福祉協議会 主事 阿部桃佳 
14人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：77地区 

実 績：65地区（80箇所） 

評 価：サロン活動を行う際に生じる悩みや課題を出し合い、他のサロンと工夫している点や新たなア

イディア・解決方法等を情報共有した。サロンを新たに始めてみたいという声があがったこと

から、サロン活動の広がりが見えた。 
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（６）各種団体等との連携 

① 民生委員・児童委員との連携 

    民生委員・児童委員との情報交換を密にして地域の情報を共有し、協働の取り組みや活動への

支援強化を図った。 

また、さらなる連携強化を目的として、北部・南部・宮川の各地区単位等における民生委員・

児童委員の定例会や研修会に本会及び地域包括支援センターの職員が出席し、課題や情報の共有

を行った。 

研修会別参加実績 

北部地区 南部地区 宮川地区 

1回 2回 4回 

 

② 高齢者きらきら大学の開催（市老人クラブ連合会との共催） 

     市老ク連の活動に長年活躍された会員を表彰するとともに、口演を行った。 

期 日 会 場 内   容 参加者数 

10月11日（金） 

三友エンジニア 

体育文化センター 

エコーホール 

1．役員永年勤続功労者表彰 

2．口演 おちゃめの会 
358人 

 

③ 山形県母子寡婦福祉大会への協力（後援） 

  山形県内の母子寡婦福祉団体・関係者が一堂に会してともに研鑽を積み、明るい未来に向かっ 

て努力することを誓いつつ、組織のより一層の団結とひとり親家庭や寡婦の更なる福祉向上を図 

ることを目的に本市が会場となり開催した。 

期 日 会 場 内   容 参加者数 

7月 7日（日） 

三友エンジニア 

体育文化センター 

エコーホール 

・体験発表（母子・寡婦） 

・行政説明 

・大会宣言・決議 他 

147人 

 

④ 貧困世帯の子どもに対しての支援 

生活に困窮している世帯に対し、子どもが充実した生活が送れるように、食事や学習の支援等

を行う各種団体と連携を図り、各種助成金関係の情報提供やフードドライブへの協力等による居

場所づくりの支援を行った。 

居場所…2団体3箇所  

・かみのやま子ども食堂「かえる家」 ・まなvivaかえる家 ・ゆうあいキッチンかみのやま 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：情報提供、継続実施 

実 績：居場所 3箇所 

評 価：学習支援の場や子ども食堂の開催が少しずつ定着し、子どもの支援の輪が広がっている。

行政や子ども食堂を主催する法人や団体と連携協働しながら、支援体制づくりに取り組ん

でいく。 

 

⑤ ふれあい INかみのやま（社会奉仕プロジェクト）の開催（上山ロータリークラブと共催） 

        市内の心身に障がいをもつ方を対象に、清掃活動やお楽しみイベント、会食会を通じて社会参

加と交流を促進するために開催を予定していたが、感染症拡大に伴い福祉施設の参加が難しいこ

とから中止とした。 



 

 

- 7 - 

（７）児童遊園遊具の整備助成 

児童の健全育成を図るため、各地区で設置し管理運営している遊園の遊具及び設備の補修等に

ついて、事業費の 2分の 1以内で、50,000円を限度として助成した。 

NO 地 区 遊 園 整備内容 助成額 

1 矢来２ 矢来金華山神社児童遊園地 シーソーの補修 7,500円 

2 大 門 大門菖蒲コミュニティ広場 ネットフェンス補修 50,000円 

合   計 57,500円 

 

２．支援づくり 

（１）ふれあい相談事業（市委託事業） 

① 定例相談 相談員 10人及び弁護士が対応         会場：上山市役所 市民相談室 

NO 相談内容 日 時 回 数 相談件数 

1 ふれあい相談 
毎週木曜日 

午前 9時～午後 3時 
49回 27件 

2 無料法律相談 
毎月第 1木曜日 

午後 1時～午後 4時 
12回 38件 

＊合計相談件数 65件のうち、高齢者相談件数 45件 

 

② 相談員定期研修              会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

NO 研修名 期 日 内 容 参加者数 

1 
委嘱状交付と 

春の研修会 
4月 3日(水) 

1.委嘱状交付 

2.協議 

（1）令和 5年度の事業報告について 

（2）令和 6年度の事業計画について 

3.講話：地域包括支援センターについて 

講師：上山市地域包括支援センター 

 主査 堀田直美 

9人 

2 秋の研修会 10月 18日(金) 

1.講演：「消費生活講座について」 

講師：山形県消費生活センター  

消費生活相談員 五十嵐弥生 氏 

10人 

3 冬の研修会 2月 12日(水) 

1.講演：「相続登記と遺産分割及び相続人が不存在の

相続財産について」 

講師：弁護士法人武田法律事務所  

弁護士 武田正男 氏 

10人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：相談件数 50件以上 

実 績：相談件数 65件  

評 価：昨年度より来所者は増加し、目標は達成した。 

 

（２）総合相談支援体制の検討 

    市民が抱える地域生活課題等に対し解決に向けたアドバイスを行ったほか、行政等とも連携を

図りながら総合相談支援体制の導入に向けて研修会への参加や検討を継続的に行った。 
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（３）生活困窮者自立支援事業（市委託事業） 

    生活困窮者自立支援法に基づき、上山市生活自立支援センターを設置し、生活保護受給者以外

の生活困窮者に対して生活の自立に向けた支援を行った。 

支援対象 

上山市在住で、仕事、生活、住居などの困りごとや不安を抱えた方 

（失業中で次の就職先が決まらず家計や就職活動にお困りの方、ひきこもりにな

ってお困りの方等） 

支援体制 主任相談支援員と相談支援員で対応 

支援内容 来所相談 電話相談 訪問相談 同行支援 支援プラン作成等 

支援実績 相談件数 146件  自立支援計画立案件数１件 

広報活動 
本会ホームページへの記事掲載 地区会長や民生委員・児童委員等への周知 関

係機関へのチラシ配布 

     

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：継続実施 

実 績：相談数 146件、プラン数 １件 

評 価：働き世代ではあるが病気の影響で休職・失職せざるを得ず困窮してしまった相談や、収支

のバランスが崩れ生活苦に陥るなどの相談が多かった。 

 

（４）生活福祉資金貸付事業（県社協委託事業） 

    低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯等を対象に、生活の安定と自立支援を図るため、実

施主体の県社協及び民生委員と連携し、必要な資金の貸付を行った。 

① 令和６年度貸付の状況 

福祉資金 福祉費 １件 500,000円 

合 計 １件 500,000円 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：継続実施 

実 績：件数１件 

評 価：新型コロナウイルス感染症の影響による特例貸付が終了し、貸付相談・件数ともに減少し

た。 

 

（５）たすけあい資金の貸付 

    緊急かつ一時的に生活資金に困窮する低所得者等に対し、無利子で 60,000 円を限度として、

民生委員と連携し資金の貸付を行った。 

① 令和６年度貸付の状況 

貸付件数 貸付金額 

５件 193,000円 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：継続実施 

実 績：貸付５件 

評 価：病気による入院、休業等の理由で生活が困窮し、年金や各種手当金支給までのつなぎとし

て貸付を行ったケースが多くあった。 

 

 



 

 

- 9 - 

（６）福祉サービス利用援助事業（県社協委託事業） 

    判断能力が十分でない方や自らの判断で適切なサービスを選べない方に対し、地域で安心して

暮らせるよう、福祉サービスを利用する際のお手伝いや日常的な金銭管理等の支援を行った。 

    また、専門員及び生活支援員並びに担当職員による研修会を開催し、支援体制強化を図った。 

  

   ① 事業利用実績 

利用者件数 26件 １回あたりの利用料 1,500円 

生活支援員数 8人 
【内訳】 

生活支援員手当 1,300円 

延べ利用回数 307回 事務費   200円 

 

② 生活支援員研修会             会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

NO 研修名 期 日 内 容 参加人数 

1 

第 1回  

生活支援員

研修会 

4月 5日(金) 

1．委嘱状の交付 

2．事業報告と事業計画について 

3. 研修 事例検討及び意見交換 

5人 

2 

第 2回  

生活支援員

研修会 

（県社協） 

2月 21日(金) 

1．講義：「認知症との向き合い方から日常生活支援を考

える」 

2．グループワーク：「認知症の方とのコミュニケーショ 

ンを学ぶ」 

講師：山形県地域包括支援センター等協議会  

相談支援課/コーディネーター 高木知里 氏 

3人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：23件以上 

実 績：26件 

評 価：利用者については施設入所や亡くなられた方がいたが、新規の利用者もおり、目標は達成

した。 

 

（７）法人後見事業 

    地域住民が成年後見制度を利用することで、安心して生活が送れるように、本会が法人として

成年後見等を受任し、被後見人等を長期的に継続して支援するため、受任体制の整備を行った。 

 

① 受任件数 6件 

 

 

  

② 運営委員会                会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

期 日 内 容 参加人数 

11月 7日（木） 
1．協議：社会福祉法人 上山市社会福祉協議会にて受任している 

ケースについて 
4人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：8件以上 

実 績：6件  

評 価：新規受任のケースが１件のみであり、目標の達成に至らなかった。 

後見類型 保佐類型 補助類型 

1件 5件 0件 
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（８）市内社会福祉法人等との連携 

本会と児童、障がい者、高齢者の関係する機関・団体等が協働して地域における公益的な取組

を行い、住民のニーズ解決に向けた効果的な事業の実施に向けて法人連携の基盤づくりを目的と

して、連絡協議会を開催した。また、情報の共有を行うため、対象事業所に対して状況調査を依

頼し、取りまとめた資料を配布した。 

   【状況調査】 

・対象事業所：31法人 

・調査内容：法人・企業等紹介シート、公益的な取組の状況シート 

   【連絡協議会の開催】 

期 日 会 場 内 容 参加人数 

11月 21日（木） 

三友エンジニア 

体育文化センター 

軽スポーツルーム 

1.講話：「地域共生社会の実現に向けた法人等連携

のあり方について」  

講師：山形県社会福祉協議会  

主事 武田拓也 氏 

2.報告：「上山市社会福祉法人等連絡協議会に 

ついて」 

報告者：上山市社会福祉協議会 主事 曳地彩華 

3.情報交換 

20人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：連絡会の開催、地域への情報発信 

実 績：連絡会１回、公益的な取組の情報共有 

評 価：対象事業所数は市内 31法人に公益的な取組の状況調査を行い、各事業所に共有することが

できた。また、情報共有を含めた研修会を開催し、事業所間で交流を深めることができた。 

 

 

【２】はぐくむ（ボランティア活動の推進と福祉意識の高揚） 

１．人づくり 

（１）市民福祉活動支援センター“ふれあい”の活用 

①市民福祉活動支援センター“ふれあい”の利用実績 

社会福祉協議会が行う会議        47回 472人 

社会福祉協議会が行う研修会や講座等 3回 25人 

社会福祉協議会が行う打合せ等 21回 73人 

社会福祉協議会以外の福祉団体       9回 94人 

合 計 80回 664人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：継続実施 

実 績：利用数 664人 

評 価：微増ではあるが、徐々に利用回数・人数ともに増加した。 

 

（２）ボランティア活動の推進 

ボランティア活動の情報提供及び支援、活動を行うボランティア等のネットワーク化の推進を

図った。 
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① ボランティアの登録と活動内容（令和 7年 3月 31日現在） 

区 分 活動先 活動内容 

個人 

（56人） 

福祉施設

等 

子どもとの交流 各行事等の手伝い 掃除 洗濯 衣類たたみ 

話し相手 読み聞かせ 軽運動 芸能披露 その他 

地域等 
災害ボランティア 清掃 草むしり 芸能披露 除雪活動 買い物 

ふれあい・いきいきサロンへの協力 地域のイベント補助・運営 その他 

登録団体 

（19団体） 

福祉施設 

等 

清掃 草むしり 子ども・利用者との交流 話し相手 芸能披露 

絵本の読み聞かせ  各行事等の手伝い 作業協力 その他 

各事業・ 

行事等 

環境整備・環境保全  影絵の作成   高齢者サロンの運営 

「市報かみのやま」等の録音データ作成  市事業への運営補助 

ふれあい食事サービス（調理・配達）   その他 

ボランティア相談件数 9件 

ボランティア斡旋件数 30件 

 

② 村山地域ボランティアの輪連絡会への参画 

村山地域 10市町社協と連携し、各種ボランティア事業の企画と立案、参加協力を行い、ボラン

ティア活動の推進を図っている。令和 6 年度は山形市社協が幹事となり、意見交換や研修等を実

施した。 

NO 期日・場所 内容 

1 
6月 24日（月）午前 10時 30分～正午 

山形市総合福祉センター 3階会議研修室 1 

第 1回村山地域ボランティアの輪連絡会会議 

「事業計画・収支予算について」 

2 
10月 21日（月）午後 1時 30分～午後 4時 

山形市総合福祉センター 交流ホール 

ボランティア交流会 

「ボランティア団体の発表とグループワーク」 

3 
3月 12日（水）午前 10時～正午 

山形市総合福祉センター 3階会議研修室 1 

第 2回村山地域ボランティアの輪連絡会会議 

「事業報告・収支決算について」 

「参加者同士の情報交換会」 

 

③ 上山市福祉大会との共催事業の開催 

福祉やボランティアに対する市民の関心を高め、ボランティア活動に携わる市民が増加し、そ

の輪が広がることを目指して、市主催の福祉大会と同日で開催した。 

本会の地域福祉事業の推進に貢献、尽力し、その功績が特に顕著であると認められる者に表彰

状を贈呈し、これまでの活動の功績を讃えた。 

期 日 会 場 内 容 

11月 30日（土） 

三友エンジニア 

体育文化センター 

エコーホール 

1．福祉功労者表彰  

佐藤邦子 氏、清野良子 氏、前山悦子 氏 

2．講演「地域福祉の推進と災害ボランティアについて」 

講師：山形県社会福祉協議会 事務局次長 奥山伸広 氏 

3. 活動発表「鬼婆がくれた羽織」 

発表団体：上山昔ばなし切り絵の会 

＊エコーホール前にて、市内ボランティア団体や福祉施設

等を紹介するポスターの掲示を行った。 

 

④ 収集ボランティア活動による物品の寄贈 

ボランティア活動及び福祉学習の推進を図るため、市民等より収集活動を通じて回収したプルタ

ブを換金した結果、年度末に目標額を達成することができたが、物品の寄贈は行わなかった。 
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・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：情報発信、育成支援、福祉大会と共催 

実 績：広報紙「ふれあい」やホームページ等において情報発信し、ボランティア活動の調整・支

援等を行った。また、ボランティアとして、地域福祉事業の推進に尽力された方へ福祉功

労者として表彰を行った。 

評 価：福祉施設の利用者や地域住民、ボランティアとのつながりができ、交流を深めることがで

きた。 

 

⑤ 夢かなえっべ inかみのやまの企画と運営（福祉施設等とボランティア） 

みゆき福祉会、羽陽学園短期大学、本会が主体（協力：天童高等学校、上山明新館高等学校）

となり、施設入居者の夢の実現と介護の魅力発信・介護人材の発掘を目的に、「夢かなえっべ！～

いっしょに・もっと・にっこり笑顔～in かみのやま」を企画し、ボランティア調整、運営等を行

った。 

実行委員会：みゆき福祉会（ながすずの里）、羽陽学園短期大学、上山市社会福祉協議会 

天童高等学校、上山明新館高等学校 

期 日 会 場 内 容 参加人数 

11月17日(日) 

地域密着型特別 

養護老人ホーム 

ながすずの里 

思い出に残るミニコンサート 

・会場設営（装飾）  ・レクリエーション   

・施設入所者とご家族とのピアノ演奏（連弾） 

・参加者全員での合唱 

33人 

 

（３）ふれあい福祉活動応援事業 

    市民の自主的な福祉活動の活性化による共生・協働の福祉のまちづくりを推進するため、ボラ

ンティア団体に対し、活動費の 2/3以内、上限 100,000円で助成金交付の募集を行った。 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：2団体助成 

実 績：申込団体なし  

評 価：ボランティア団体や関係機関へチラシを配布し周知を行ったが、目標までには至らなかった。 

 

（４）災害ボランティアの育成と情報発信（共同募金配分事業） 

① 災害ボランティア養成講座の開催 

市民の災害に対する意識の醸成と災害ボランティア活動の基本的ノウハウを学び、有事に備え

ることを目的として、災害に備えるボランティア講座を開催した。 

期 日 場 所 内 容 参加人数 

6月 23日（日） 

三友エンジニア 

体育文化センター 

軽スポーツルーム 

内容：災害ボランティアセンター・災害への備え

についての講演と演習 

講師：ウェザーハート災害福祉事務所  

代表 千川原公彦 氏 

31人 

 

② 災害ボランティアセンター設置運営訓練 

    災害の発生等に「上山市災害対策本部」が設置され、災害ボランティアによる住民支援の必要

性が高くなった場合に備え、災害ボランティアセンター設置運営のためのマニュアルに沿って、

上山市総合防災訓練において演習を行った。 
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期 日 場 所 内 容 参加人数 

10月 6日（日） 山元体育館 内容：災害ボランティアセンターの設置運営訓練 23人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：講座年 2回、登録育成、情報発信 

実 績：講座年 2回（1回目：31人、2回目：23人、計 54人）、登録者 35人 

評 価：講座については、災害ボランティア登録者等に加え、社会福祉法人等連絡協議会の団体に

属する施設従事者も多く参加していただいた。実際の災害現場におけるボランティアセン

ターについての講話やそれぞれ違う立場同士の演習で、より身近に災害や防災について理

解を深めることができた。災害ボランティアに 2人が新規登録した。 

 

③ 被災地への職員派遣 

令和6年1月に発生した能登半島地震と同年7月に発生した山形県大雨災害により甚大な被害が

及ぼされたことから、山形県社会福祉協議会より「災害ボランティアセンター」への職員派遣要

請があり、本会より職員を派遣した。 

期 日 派遣先 内 容 派遣人数 

4/25(木)～ 

5/1（水） 

石川県志賀町災害ボ

ランティアセンター 

災害ボランティアセンター運営補助 

・現地調査班 
1名 

7/31(水)～ 

10/30（水） 

酒田市災害ボランテ

ィアセンター 

災害ボランティアセンター運営補助 

・総務班 ・受付班 ・マッチング班 

・ニーズ班 ・資機材班 ・センター移転作業 

・センター運営形態変更に向けた資機材の整理 

延べ 44名 

8/2（金）～ 

8/18（日） 

遊佐町災害ボランテ

ィアセンター 

災害ボランティアセンター運営補助 

・受付班 ・マッチング班 ・資機材班 
延べ 16名 

9/12（木）～ 

9/13（金） 

戸沢村災害ボランテ

ィアセンター 

災害ボランティアセンター運営補助 

・現地調査 ・サロン再開準備、運営補助 
延べ 4名 

 

④ 被災地での支援活動 

令和 6 年 7 月の山形県大雨災害により甚大な被害が発生した。酒田市にボランティアバスを運

行し、復旧・復興に向けた災害支援活動を実施した。 

期 日 内 容 参加人数（内訳） 

8月 10日（土） 家屋内外の泥出し 
15名（災害ボランティア登録者 4名、社会福祉法人等連絡 

協議会 4名、上山青年会議所１名、社協職員 6名） 

10月 19日（土） 家屋内の泥出し 
16名（災害ボランティア登録者とその家族 7名、社会福祉 

法人等連絡協議会 1名、上山青年会議所 1名、社協職員 7名） 

 

⑤ 災害に関する情報交換会の開催 

災害時に効果的・効率的な支援活動を実施することを目的に、上山青年会議所と本会による情

報交換会を行い、共有を図った。 

期 日 場 所 内 容 

5月 14日（火） 
市民活動支援センタ

ーふれあい研修室 
協定書の確認、情報交換 
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（５）除雪ボランティア活動の実施（共同募金配分事業） 

地域や隣近所等で除雪に対応できない高齢者世帯等を地区から選出してもらい、上山市内中学

校（3 校）や山形県立上山明新館高等学校・上山青年会議所・上山市社会福祉法人等連絡協議会

等から幅広くボランティアを募り、令和 7年 1月 25日・2月 2日の活動を計画した。積雪量の影

響で実際の活動は 2 月 2 日のみであったが、対象となった 30 世帯に対し、56 人のボランティア

が除雪活動を行った。 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：1～2月 5回実施 

実 績：1回実施 

評 価：各地区への調査の結果、30 世帯が対象となり、56 人のボランティアによる除雪活動を実

施した。 

 

（６）ボランティア活動保険加入の促進 

   安心してボランティア活動ができるよう、ボランティア活動保険加入の斡旋を行った。 

・ボランティア活動保険加入数 46件（751人） 

 

２．意識づくり 

（１）福祉学習の推進（学校・公民館等） 

① 市内学校や公民館等での福祉学習の推進 

関係機関と連携しながら福祉・ボランティア体験を実施し、福祉の心の醸成に努めた。 

また、高齢、障がい等に対する理解を深め、誰もが暮らしやすい地域づくりを進めるため、地域

の福祉施設等の協力を得て、福祉学習を実施した。 

№ 期 日 対象者 内 容 

1 4月 18日（木) ふれあいサロン遊 YOU（石崎１） ボッチャ体験 

2 5月 24日（金) 山形県立上山高等養護学校 
高齢者疑似体験（シニアポーズ）、

車いす体験 

3 8月 30日（金） 上山市立上山小学校 
視覚障がいに関する講話、白杖、

アイマスク体験 

4 10月 13日（日） けやきの森のおまつり ボッチャ体験 

5 11月 15日（金） 荒町・若竹サロン ボッチャ体験 

6 12月 12日（木） 本庄地区公民館（高齢者教室） ボッチャ体験 

7 1月 15日（水） 上山市立上山小学校 
盲導犬、視覚障がいを持つから方

の講話 

8 1月 17日（金） 南部地区公民館（高齢者教室） ボッチャ、モルック体験 

9 1月 20日（月） 秋桜サロン（藤吾） ボッチャ体験 

                                 ＊参加者数合計：約 340人 

  ② 高校生介護等体験事業の実施（共同募金配分事業） 

山形県立上山明新館高等学校の生徒を対象に、社会福祉施設等での高齢者や障がいを持つ方へ

の介護体験等を通し、福祉への理解を深め、今後の介護問題等、福祉社会への関わり方について

学ぶことを目的に実施した。 
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№ 期 日 内 容 参加者数 

1 9月 7日(土) 

講話：「福祉の仕事について」 

福祉についての講話、車椅子・歩行器体験、介護用品紹介 

講師：養護老人ホーム蔵王長寿園 主任支援員 黒田千裕 氏 

7人 

2 11月23日(土) 

講話：「かみのやま病院・かなやの里のスタッフの話を聞いてみよう」 

精神科病院・介護老人保健施設の概要や、医療・介護の仕事

についての講話 

講師：二本松会かみのやま病院 看護師 佐藤智幸 氏 他 7人 

13人 

3 2月 15日(土) 

講話：「社会福祉協議会で働く職員から医療・福祉分野で学ぼう！」 

福祉についての講話、各資格についての講話 

講師：上山市社会福祉協議会 職員 小林彩（保健師）、 

阿部桃佳（社会福祉士）、嵐沙耶佳（介護福祉士） 

10人 

                                  ＊参加者数合計：30人 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：学校・公民館等 5 回実施 

実 績：福祉学習 9回（学校 3回、公民館 2回、地域のイベント 1回、地域のサロン 3回） 

    高校生介護等体験事業 3回 

評 価：学校等からの依頼が増加し目標を上回り、効果的に福祉学習を実施することができた。 

 

（２）広報活動の充実（広報紙・ホームページ・情報紙等） 

① かみのやま社協だより「ふれあい」の発行 

本会の主な事業と内容、会費、賛助会費の使途等を周知するため、「ふれあい」を発行した。 

発行部数：11,000枚/回   №124（7月）、№125（10月）、№126（2月） 

上山市報の発行にあわせて地区会を通じて全世帯に配布 

 

② ホームページの充実 

      本会の活動や事業について、ホームページで情報を提供した。 

アクセス数 23,920回/年（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日） 

保守管理 （財）介護労働安定センター 介護事業者ホームページサービス 

 

③ ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）導入 

    SNSの導入に向け、研修会への参加や検討を行い、公式Facebookページの運用方針を制定した。 

 

④ 社協情報冊子の作成 

市民の方々に社協の役割等を会議等で周知し、積極的に広報・啓発を推進した。暮らしに役立

つ福祉サービスや民間事業者等の情報を記載した冊子について、より良いものを作成するにあた

り、改善を図った。 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：広報紙 3回、社協情報冊子作成配布 

実 績：広報紙 3回 

評 価：広報紙を発行・情報発信することで、地域福祉活動やボランティア活動に対する住民の意

識高揚に努めることができた。また、ホームページにおいては、定期的に最新の情報を更

新するとともに、掲載情報の見直しを図った。 

 



 

 

- 16 - 

【３】つながる（生活支援サービスの充実） 

１．活きがいづくり 

（１）温泉デイサービス事業（市委託事業） 

市内の旅館を会場に、高齢者の介護予防事業の一環としてふれあいの場を提供し、健康で生き

がいのある生活を支援する温泉デイサービス事業を実施した。 

・対 象：概ね 65歳以上の方で介護保険法の要介護・要支援に該当しない方（市に登録した方） 

・内 容：健康チェック、温泉入浴、レクリエーション、昼食、その他 

・参加料：一人 1,500円（昼食代含む） 

NO 実施月 地区 旅 館 合計 男 女 NO 実施月 地区 旅 館 合計 男 女 

1 
4 月 

本庄 ふじや 10 1 9 18 
10 月 

本庄 ふじや 13 1 12 

2 東・本庄 ホテル山内 10 2 8 19 東・本庄 ふじや 7 2 5 

3 
5 月 

宮生 ふじや 9 0 9 20 

11 月 

西郷 ホテル山内 11 0 11 

４ 西郷 ふじや 14 0 14 21 中川 ふじや 9 2 7 

５ 

6 月  

中山 ホテル山内 6 0 6 22 本庁 ふじや 13 2 11 

６ 本庁 ホテル山内 13 1 12 23 

12 月 

中山 ホテル山内 6 0 6 

７ 中川 ホテル山内 7 1 6 24 本庁 ホテル山内 13 0 13 

８ 

7 月 

中川 ふじや 12 0 12 25 西郷 ふじや 13 0 13 

９ 山元 ふじや 13 3 10 26 
1 月 

東・本庄 ホテル山内 8 2 6 

10 本庄 ホテル山内 9 1 8 27 中川 ふじや 9 0 9 

11 西郷 ふじや 8 0 8 28 
2 月 

中川 ホテル山内 8 2 6 

12 
8 月 

本庁 ふじや 11 0 11 29 宮生 ホテル山内 12 0 12 

13 中山 ふじや 7 0 7 30 

3 月 

西郷 ホテル山内 13 0 13 

14 
9 月 

西郷 ホテル山内 15 0 15 31 本庁 ふじや 8 0 8 

15 中山 ホテル山内 13 0 13 32 山元 ふじや 9 3 6 

16 
10 月 

山元 ホテル山内 7 1 6 33 本庁 ホテル山内 9 0 9 

17 宮生 ホテル山内 13 0 13 合  計 338 24 314 

         （単位：人） 

＊通年をとおして午前中のみの開催とし、昼食は持ち帰りとした。 

＊登録者数：184人（令和 7年 3月 31日現在） 平均参加者数：10.24人 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：年間 50回実施 

実 績：年間 33回実施 

評 価：実施旅館の減少により目標の回数に至らないため、利用者数も減少した。 

 

（２）お元気温泉デイサービス事業 

      介護予防事業の一環として、在宅で生活している高齢者等を対象に、老人福祉センター寿荘を

会場に孤独感の緩和と生きがいづくりに資するデイサービスを予定していたが、1 日を通しての

事業ができないことから参加希望者が見込めず、開催を中止とした。 

     

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：年間 30回実施  

実 績：実施なし 

評 価：参加希望者が見込めず、開催を中止とした。 
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（３）ふれあい食事サービス事業（市委託事業） 

調理ボランティアによる栄養の整った手づくりの弁当を、配食ボランティアが高齢者宅に配達

し、安否の確認と食生活を支援した。 

・対象者：日常生活に不安のある 65歳以上の一人暮らし・日中一人暮らしの方、高齢者夫婦世帯 

・利用日：週 1回（火、水、木いずれか） 

・実施日：151日（毎週火、水、木）祝日、年末年始休み  

・金 額：一食 500円（自己負担） ・登録者数 69人（令和 7年 3月 31日現在） 

・ボランティア登録者数  調理ボランティア：36人  配食ボランティア：15人 

月 実施日数 食 数 調理ボランティア 配食ボランティア 

4月 13日 353食 65人 54人 

5月 14日 385食 70人 59人 

6月 12日 322食 58人 48人 

7月 14日 357食 67人 57人 

8月 13日 335食 65人 53人 

9月 12日 318食 60人 46人 

10月 15日 394食 74人 59人 

11月 12日 305食 59人 46人 

12月 12日 315食 60人 45人 

1月 12日 324食 60人 39人 

2月 11日 304食 53人 40人 

3月 11日 289食 53人 45人 

合 計 151日 4,001食 740人 591人 

＊1日当たりの平均食数 26.4食 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目 標：週 1回、300食／月 

実 績：週 1回、333食／月 

評 価：利用者数は昨年と同等であるが、食数が増加し目標を達成した。 

 

（４）福祉バスの運行（市委託事業） 

      福祉団体の活動や公民館の研修事業、温泉デイサービス事業の送迎等のために 1台で運行した。 

    ・運行日：月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） 

各運行回数と利用人数               

月 回数（回） 人数（人） 月 回数（回） 人数（人） 月 回数（回） 人数（人） 

4 3 39 8 5 64 12 5 66 

5 6 101 9 15 217 1 6 88 

6 13 197 10 21 308 2 6 95 

7 16 249 11 13 191 3 7 100 

 合計 116 1,715 

利用団体の実績 

利用団体 回数（回） 人数（人） 利用団体 回数（回） 人数（人） 

市役所 2 27 福祉団体   7 98 

社会福祉協議会 37 460 老人クラブ   9 100 

民生委員・児童委員 4 71 地区公民館   27 431 
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保育園・児童センター  6   137 地区サロン   18 305 

福祉施設   6   86 合 計 116  1,715 

 

・第４次地域福祉活動計画の実績と評価 

目  標：100回/年、1,000人/年 

実 績：116回/年 1,715人/年 

評 価：各種団体における福祉バスを利用した事業が定着化するとともに活発になり、目標を達成

した。 

 

（５）老人福祉センター寿荘の運営 

高齢者の健康保持と教養・いこいの場や、介護予防事業の会場として利用を図った。また、公

衆浴場並びに介助を要する方のために介護風呂を提供した。 

    ・入 浴 料：150円（大人） 100円（子ども）  ・洗 髪 料：100円 

    ・介護風呂：500円（1時間）  ・ふれあいルーム利用料： 500円（1時間）  

 

区分 

 

センター利用者（人） 公衆浴場利用者（人） 

通所型 

ｻｰﾋﾞｽA 

お元気 

温泉 DS 

ふれあい

ルーム 

介護 

風呂 
合 計 

入 浴 者 

合 計 
大人 小人 

クアオ

ルト 

うち 

洗髪 

4月 236 0 7 9 252 572 5 0  306 577 

5月 231 0 11 5 247 643 2 1  343 646 

6月 209 0 0 4 213 613 12 0  336 625 

7月 240 0 8 5 253 566 8 0  314 574 

8月 202 0 0 4 206 594 4 0  315 598 

9月 210 0 22 4 236 584 6 0  320 590 

10月 248 0 0 10 258 665 2 0  392 667 

11月 219 0 0 11 230 560 2 0  288 562 

12月 217 0 0 12 229 595 2 1  323 598 

1月 214 0 0 14 228 504 3 0  278 507 

2月 207 0 14 10 231 497 2 0  238 499 

3月 217 0 20 6 243 580 7 0  264 587 

合計 2,650 0 82 94 2,826 6,973 55 2 3,717 7,030 

前年度 2,834 0 38 188 3,060 7,003 34 1 3,731 7,038 

増減 △184 0 44 △94 △234 △30 21 1 △14 △8 

＊毎週火曜日～金曜日の日中（休業日を除いた、午前 8時 30分～午後 5時）の営業を中止とした。 

 

   老人福祉センター寿荘補修工事 

   老人福祉センター寿荘既設ブロック擁壁ひび割れに伴い、調査並びに補修工事を実施した。 

   ・工事の内容と工期 

既設ブロック擁壁ひび割れ調査    令和 6年 4月 30日～令和 6年 6月 30日 

既設ブロック擁壁ひび割れ補修工事  令和 6年 10月 31日～令和 6年 12月 20日 

 ・調査請負業者：株式会社 芦野組 

 ・工事請負業者：羽陽建設株式会社 

 ・工費総額：4,580,000円（事務費等の経費を含む） 
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（６）在宅福祉サービスの充実 

高齢、心身の障がい、傷病のため、日常生活に支障のある方の介護や身の回りのお世話など、

在宅での生活を支える介護サービス事業を実施した。 

 

① 訪問介護事業  

・利用実人数：707人 ・訪問日数：365日 ・1日平均人数：29.9人 

 要介護度別訪問延べ回数                          （単位：回） 

区分 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

回数 2,537 2,903 3,299 667 1,643 11,049 

 

② 居宅介護支援事業  

要介護度別利用延べ人数                         （単位：人） 

区分 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

人数 843 575 240 141 19 1,818 

・介護予防支援計画作成業務（地域包括支援センターからの委託業務）145件   

・要介護認定調査業務（市委託業務）在宅 60件、市外 2件 

 

③ 地域密着型通所介護事業  

・サービス提供日数：258日 ・1日平均人数：7.3人 ・1日の利用定員数：12人 

要介護度別利用延べ回数                          （単位：回） 

区分 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

回数 1,166 629 113 0 0 1,908 

 

④ 介護予防・日常生活支援総合事業  

訪問型サービス  

・利用実人数：409人 ・訪問日数：365日 ・1日平均人数：6.4人 

                                     （単位：回） 

区分 事業対象者 要支援 1 要支援 2 計 

回数 197 681 1,474 2,352 

 

通所型サービス  

・サービス提供日数：258日 ・1日平均人数：2.1人  

（単位：回） 

区分 要支援 1 要支援 2 計 

回数 62 481 543 

 

通所型サービスＡ  

・定員 20人 ・サービス提供日数：206日 ・1日平均人数：12.9人 

                                      （単位：回） 

区分 事業対象者 要支援 1 要支援 2 計 

回数 947 832 879 2,658 
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⑤ 地域包括支援センター運営事業（市委託事業） 

     地域の高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、高 

齢者の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、事業を実施した。 

介護予防事業に関すること 

介護予防支援プラン作成 
2,839件 

（うち市内他事業所委託 954件） 

総合事業におけるプラン作成 
1,462件 

（うち市内他事業所委託 342件） 

温泉デイサービスでの健康講話 17回 

しゃきっと健康教室での講話（認知症予防 9 回、人生会議 12 回）  21回 

関係機関、地区等においての講話 10回 

上山市地域包括支援センターの周知広報活動 53回 

 

総合相談の主な内容と取扱件数                             （単位：件） 

介護保険 実態把握 認知症 ｹｱﾏﾈ支援 医療 福祉用具・住宅改修 

850 89 137 3 58 127 

施設入所 権利擁護 高齢者虐待 苦情 その他 計 

46 19 28 7 216 1,580 

   

地域包括支援ネットワーク会議の開催 

高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい尊厳ある生活が継続できるよう、医療、介護、

福祉の各サービスとともに地域における様々な社会資源が連携して、高齢者の支援体制を総合的に

調整、推進することを目的として開催した。 

第 1回 

地区 期 日 会 場 参加人数 

北部 9月 4日（水） 北部地区公民館 30名 

宮川 9月 5日（木） 本庄地区公民館 26名 

南部 9月 12日（木） 南部地区公民館 32名 

テーマ：「地域での見守りを考え、みんなでつながるまちへ ～支え合いマップをつくろう～」  

・報告（1）令和 5年度のネットワーク会議の振り返り 

（2）かみのやま見守りささえあいネット（カセ坊見守り隊）の現状報告 

・グループワーク（1）社会資源の整理 

（2）社会資源マップの作成 

 

第 2回 

地区 期 日 会 場 参加人数 

北部 2月 6日（木） 北部地区公民館 25名 

南部 2月 13日（木） 南部地区公民館 25名 

宮川 2月 20日（木） 東地区公民館 24名 

テーマ： 「地域での見守りを考え、みんなでつながるまちへ ～支え合いマップをつくろう～」 

・報告（1）第１回会議の振り返り    

（2）作成した社会資源マップの報告 

・グループワーク（1）マップから読み取れる市内(地域)の課題について 

（2）マップの活用方法について 
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認知症総合支援事業・認知症地域支援推進員の活動 

・行政との認知症総合施策についての打合せ 6 回 

・認知症初期集中支援チーム員会議 12 回 

・かみのやまカフェ 企画・運営／協働開催 11 回 

・見守りウォーキング 

・市内施設ボランティア（市内小規模多機能型居宅介護事業所 3 カ所） 

4 回 

4 回 

・市報や地域包括支援センターたより、会議などで、オレンジウォーキングなどの広報活動 

・認知症カフェボランティアとかみのやまカフェ運営担当者との顔合せ会開催 

・認知症カフェボランティアとかみのやまカフェ運営担当者との打合せ会開催 

・関係機関においての事業協力 

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

・市内サロンやカフェ等において、地域へ出向いての認知症に関する講話の実施  17 回 

・認知症地域支援推進員介入依頼 5 回 

 

かみのやまケアマネ連絡会の開催 

№ 期  日 内  容 参加人数 

1 10月４日（金） 
講話：「難病の概要や支援制度、ケアマネの関わりについて」 

講師：山形県難病相談支援センター センター長 後藤順子 氏 
28人 

2 12月10日（火） 

講話：「障害者総合支援法と基幹相談支援センターについて」 

講師：上山市基幹相談支援センターゆるるか  

センター長 庄司幹男 氏 

28人 

3 ３月 14日（金） 
講話：「薬剤師の業務、役割、高齢者の薬剤管理について」 

講師：かえで薬局上山店 薬剤師 緑川和希 氏 
26人 

                                   ＊参加者数合計：82人 

 

かみのやまケアマネ情報交換会（ミニケアマネ会）の開催 

№ 期  日 内  容 参加人数 

1 ３月 14日（金） 

・グループワーク 

「日頃の業務で疑問に感じていること。他事業所に聞いてみたいこ

と。」 

13人 

 

高齢者等安心おかえりネットワーク事前登録事業における実態調査の実施 

認知症等により徘徊又は徘徊するおそれのある高齢者等及びその家族を支援するため、徘徊高齢者

等に係る情報を事前に市へ登録することにより、行方不明になった場合に警察署へ速やかに情報を提

供し、早期に発見・保護することを目的としている。 

市に申請のあった登録希望対象者の状況に関する実態調査を行い、令和 6年度は新規 10名の調査

を実施した。 

・登録者数：40名（令和 7年 3月 31日現在） 

 

生活支援コーディネーターの配置 

支援を必要とする利用者に最適なサービスを提供できるように、多くの地域の主体や元気な高齢者

の参加を得て生活支援等サービスが提供できる体制や基盤をつくるため、生活支援コーディネーター

（第 1層）を 1名配置した。 
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  かみのやまボランティアポイント事業の推進 

市民等がボランティア活動を通じて地域貢献することを積極的に奨励・支援し、地域福祉の担い手

の育成・確保を目指すとともに、高齢者自身の生きがいづくりや介護予防を促進することを目的とし

て実施した。 

  ・ボランティア登録者：76名(令和 7年 3月 31日現在) 

活動項目と活動実績 

 

介護予防・生活支援サポーター養成講座の開催 

高齢者福祉等の担い手となりえる人材の育成・確保を目指し、市民等が地域でのボランティア活

動等へ積極的に参画する意識の醸成を図るとともに、活動を通じた生きがいづくりや、介護予防・

フレイル予防の促進、支え合いの地域づくりの一助となることを目的として、3日間に分けて同一の

内容で 2回開催した。 

 

・対象者 上山市内在住の 20歳以上の方で、ボランティアや福祉活動に興味のある方 

       ※講座修了者は「かみのやまボランティアポイント事業」へのボランティア登録が可能 

  ・期 日 第 1回：9月 11日(水)、9月 20日(金)、9月 26日(木) 

       第 2回：12 月 5日(木)、12月 12日(木)、12月 19日(木)  

  ・会 場 上山市役所 大会議室 

  ・修了者数  第 1回：5名、第 2回：12名 ※2日間以上受講した方を対象とする。 

1日目 

内 容 参加人数 

オリエンテーション：「介護予防・生活支援サポーターってなんだろう？」 

説明：第 1回・第 2回 

上山市地域包括支援センター 生活支援コーディネーター 山口枝里子 

第 1回 

17名 

 

第 2回 

7名 

 

講話：「傾聴とコミュニケーション技法について～話の聴き方・会話の仕方～」 

講師：第 1回 

医療法人社団二本松会かみのやま病院 看護主任（精神科認定看護師） 山川大 氏 

第 2回 

特別養護老人ホームみずほの里 障がい者生活支援員兼認知症介護指導者 

村山早百合 氏 

講話：「フレイル予防・転倒予防の基礎知識～いつまでも元気な体づくり・効果的な運

動法～」 

講師：第 1回 

介護老人保健施設 かなやの里  

理学療法士 髙橋阿希子 氏、作業療法士 鈴木久子 氏 

活動項目 活動者数 延べ数 

読取専用端末(かざすくん)の巡回メンテナンス 20 名  

小中学校登下校時見守り 14 名  

健康ポイント事業関連のボランティア 39 名 130 回 

認知症カフェ運営ボランティア 18 名 25 回 

認知症関連事業のボランティア 20 名 70 回 

すこやか運動教室の移動支援ボランティア 5 名 47 回 

高齢者施設でのボランティア 22 名 112 回 

通路除雪ボランティア(冬季限定) 9 名 15 回 

合 計 147 名 399 回 
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第 2回 

特別養護老人ホームみずほの里 

機能訓練指導員 大城善喜 氏、機能訓練指導員 大津弘樹 氏  
 

2日目 

内 容 参加人数 

講話：「食べて元気にフレイル予防」 

講師：第 1回 

特別養護老人ホームみずほの里 管理栄養士 神保沙織 氏 

第 2回 

特別養護老人ホーム蓬仙園 管理栄養士 加賀谷優子 氏  

第 1回 

7名 

 

第 2回 

11名 

講話：「オーラルフレイルを予防しよう」 

講師：第 1回 

上山市健康推進課 歯科衛生士 鑓水麻里 氏 

      第 2回 

特別養護老人ホーム蓬仙園 歯科衛生士 花輪知子 氏 

 

3日目 

内 容 参加人数 

講話：「認知症を正しく理解しよう～認知症の基礎知識・認知症ケアと予防について～」 

講師：第 1回 

社会医療法人みゆき会 グループホーム笑顔 副主任 介護福祉士 庄司豊 氏 

第 2回 

      介護老人保健施設みゆきの丘 副主任 ケアワーカー 増田彩香 氏 他 2名 

第 1回 

5名 

 

第 2回 

12名 
講話：「担い手の必要性とかみのやまボランティアポイント事業のご案内」 

講師：第 1回・第 2回 

上山市地域包括支援センター 生活支援コーディネーター 山口枝里子 

 

    ⑥ ふれあい訪問サービス事業 

本会の訪問介護事業を利用されている方や臨時的に介護等が必要な方を対象に、介護保険の

対象とならない介助や支援のサービスを提供した。    

     ・利用延べ人数：77人 ・提供回数：520回 

 

⑦ 身体障がい者居宅介護支援事業 

     障害者総合支援法に基づき、居宅介護系サービスを必要とする障がい者の方へサービスを提

供した。 

・利用登録者数：5人 ・提供回数：376回 

 

⑧ 子育て支援ヘルパー派遣（家事支援）事業（市委託事業） 

     子育て期の中で特に養育に関して支援を必要とする家庭に対し、家事等の援助を行うことに

より適切な養育、安定した生活を営むことができるようサービス体制を整備したが、実績はな

かった。 
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⑨ 介護保険事業サービス等のアンケート調査 

本会の利用者に対し、アンケート調査を実施して、満足度の度合いを数値化し、現状を把握

するとともに、主観的に評価できる指標として可視化し、サービスの向上に努めた。 

 

            事業所名 

項目等 
訪問介護 居宅介護支援 通所介護 

地域包括支援 

センター 

職員の挨拶や言葉遣い 良い 

89％ 

良い 

99％ 

良い 

96％ 

良い 

95％ 

職員の服装や身だしなみ 満足 

100％ 

満足 

100％ 

満足 

97％ 

満足 

99％ 

約束した時間での訪問 守られている 

94％ 

守られている 

99％ 

守られている 

92％ 

守られている 

96％ 

サービスへの満足度 満足 

92％ 

満足 

99％ 

満足 

95％ 

満足 

92％ 

誠意をもった業務 良い 

87％ 

良い 

98％ 

良い 

92％ 

良い 

87％ 

回答者数  

合計：399人 
84人 86人 87人 142人 

 
 

・第４次地域福祉活動計画の評価 

目 標：満足度 75％ 

実 績：すべてにおいて 75％以上の数値 

評 価：すべて目標を達成した。 

 

 

【４】社協活動の充実 

１．社協の組織づくり 

（１）組織体制の整備 

① 評議員会                  会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

期 日 議 題 

6月 17日（月） 

第 1号議案 令和 5年度事業報告について 

第 2号議案 令和 5年度社会福祉事業資金収支決算について 

       ＜監査報告＞ 

第 3号議案 理事の選任について 

3月 19日（水） 

報告第 1号 上山市老人福祉センター寿荘既設ブロック擁壁ひび割れに伴う調査並 

びに補修工事の完了について 

第 1号議案 令和 6年度社会福祉事業資金収支補正予算について 

第 2号議案 令和 7年度事業計画について 

第 3号議案 令和 7年度社会福祉事業資金収支予算について 

 

② 理事会                  会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

期 日 議 題 

5月 27日(月) 

第 1号議案  令和 5年度事業報告について 

第 2号議案 令和 5年度社会福祉事業資金収支決算について 

   ＜監査報告＞ 
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第 3号議案 評議員候補者の決定について 

第 4号議案 評議員選任・解任委員会の招集について 

第 5号議案 定時評議員会の招集について 

第 6号議案 第三者委員の選任について 

理事の選任について 

6月 19日(水) 第 1号議案 常務理事の選定について 

3月 12日(水) 

報告第 1号 上山市老人福祉センター寿荘既設ブロック擁壁ひび割れに伴う調査並 

びに補修工事の完了について 

第 1号議案 令和 6年度社会福祉事業資金収支補正予算について 

第 2号議案 社会福祉法人上山市社会福祉協議会職員給与規程の一部を改正する規 

      程の制定について 

第 3号議案 社会福祉法人上山市社会福祉協議会育児・介護休業等に関する規程の 

一部を改正する規程の制定について 

第 4号議案 役員等賠償責任保険への加入について 

第 5号議案 令和 7年度事業計画について 

第 6号議案 令和 7年度社会福祉事業資金収支予算について 

第 7号議案 評議員会の招集について 

 

③ 監査                   会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

期 日 監査事項 

5月 17日（金） 
法人運営管理  

令和 5年度事業実績並びに社会福祉事業資金収支決算について 

 

④ 評議員選任・解任委員会          会場：市民福祉活動支援センター“ふれあい” 

期 日 協議事項 

6月 3日(月) 
1．上山市社会福祉協議会評議員の選任について 

2．その他 

 

⑤ 上山市社会福祉協議会第三者委員会の開催 

苦情受付実績がなかったことから、第三者委員会は開催しなかった。 

 

（２）財政基盤の強化 

① 社会福祉基金への寄附 

NO 団体・氏名（敬称略） 金 額 

1 湯蕎庵 味津肥盧（1回目） 9,946円 

2 𠮷村 元    10,000円 

3 髙橋正之 5,000円 

4 髙橋和子 7,000円 

5 湯蕎庵 味津肥盧（2回目） 11,826円 

6 秋山弘吉 5,000円 

7 匿名希望（金谷在住） 10,000円 

8 小関昭一 10,000円 

寄 附 金 合 計 68,772円 
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② たすけあい資金への寄附  

NO 団体・氏名（敬称略） 金 額 

1 髙橋正之 5,000円 

寄附金合計                          5,000円 

 

③ ふれあい福祉活動応援事業への寄附 

NO 団体・氏名（敬称略） 金 額 

1 近藤英二 18,559円 

寄附金合計                          18,559円 

 

④ フードドライブ事業による寄贈 

生活が困窮している世帯等への支援活動の一環として、企業・団体から食糧や日用品等の寄贈を

受け、必要世帯へ配布した。 

NO 企業・団体名（敬称略） 寄贈物品 

1 生活協同組合 共立社 食糧品（レトルト食品・乾麺等） 

2 山形信用金庫 食糧品（レトルト食品・乾麺等）、日用品（トイレットペーパー等） 

 

（３）共同募金運動の推進 

① 赤い羽根共同募金 

1世帯 400円以上 

募 金 種 別 募金額 摘要 前年度実績額 増 減 

戸 別 募 金 3,439,400円 8,548世帯 3,470,376円 △30,976円 

街 頭 募 金 213,796円 9団体 273,659円 △59,863円 

法 人 募 金 720,120円 226法人 738,980円 △18,860円 

団 体 募 金 369,939円 74団体 348,822円 21,117円 

個 人 募 金 5,000円 1件 12,475円 △7,475円 

合 計 4,748,255円 8,858件 4,844,312円 △96,057円 

 

② 歳末たすけあい募金 

1世帯 250円以上 

募 金 種 別 募金額 摘 要 前年度実績額 増 減 

戸 別 募 金 2,171,250円 8,535世帯 2,183,011円 △11,761円 

法 人 募 金 0円 0法人 0円 0円 

団 体 募 金 0円 0団体 0円 0円 

個 人 募 金 45,000円 2件 0円 45,000円 

合 計 2,216,250円 8,537件 2,183,011円 33,239円 

 

配分先 配分額 配分基準 

在宅要援護家庭  132世帯 182人 974,000円 
1世帯 7,000円 

一人増すごとに 1,000円追加 

在宅要介護家庭 14世帯 98,000円 1世帯 7,000円 

福 祉 施 設 15施設 750,000円 1施設 50,000円 

総  配  分  額 1,822,000円  

＊残額 394,250円は県共同募金会へ送金（令和 7年度に本会に配分される） 
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（４）第 4次上山市地域福祉活動計画の推進 

住民、ボランティア、社会福祉関係団体等と協力・協働し、地域での支え合い・助け合い活動

を総合的に展開するための指針として「第 4次上山市地域福祉活動計画」を基に事業を推進した。 

 

（５）事業継続計画（BCP）の運用と更新 

大規模地震による災害や新型感染症の流行等、緊急事態が発生した際に、通常どおりに事業を

実施することが困難になる。このことから、事業を中断させないように準備するとともに、中断

した場合でも早期に優先事項について再開するため、あらかじめ検討した方策をまとめた計画書

を基に、事業所ごとに研修を実施した。 

・大規模地震対策編 

・新型感染症対策編 

 



 

 

 

 

令和 6年度社会福祉事業資金収支決算 
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